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自己紹介

NPO法人 花と緑の健康のまちづくりフォーラムは、「花や緑を育てて、
みんなで幸せになろう」という園芸福祉活動を進めています。鶴舞公園、
東山公園、森林公園など都市公園の花壇の管理や手入れを障害者や高齢者、
子供たちと協力して行っています。

また、名古屋市港区にある自然風庭園「名古屋港ワイルドフラワーガー

デン ブルーボネット」を福祉施設や市民ボランティアと協働で「はなふ

く」の理念の下、運営・管理するほか、園芸福祉を地域に根付かせる「園

芸福祉士」の養成講座の開催、障害者の就労支援など、様々な活動に取り

組んでいます。

田村亨

19XX年 早稲田大学政治経済学部政治学科卒業、中部電力(株)入社、(財)中部
空港調査会、(社)中部開発センター、岐阜県板取村、電気事業連合会等に勤務。
主に地域開発、地域計画、まちづくり等の調査・計画に従事。

現在：NPO法人花と緑と健康のまちづくりフォーラム理事・事務局長、
NPO法人日本園芸福祉普及協会理事・認定講師、
名古屋港ワイルドフラワーガーデン“ブルーボネット”ガーデン長

歴任：町並み保存活動の市民団体「白壁アカデミア」世話人、
バイクトライアル・オブザーバー、愛知県森と緑づくり委員会委員、
名古屋市港区地域福祉活動計画検討部会委員等
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農園芸福祉の時代

（２)農園芸福祉の範囲･領域

①農園芸福祉活動のとらえ方



農園芸福祉の時代

（２)農園芸福祉の範囲･領域

②農園芸福祉活動の実践領域



市民・農民の、「農」との多段階的関係
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出典：日本園芸福祉普及協会会長 進士五十八



1.いま、なぜ園芸福祉の時代なのか Ｐ35

（３)園芸福祉活動の可能性

①健康増進や
福祉的側面から

②地域づくりや
ｺﾐｭﾆﾃｨ醸成の側面から

③青少年の教育的
側面から

④農地の有効活用の
側面から



２.園芸福祉と心身への効果 Ｐ42

（１)農耕･園芸の効用

①健康と生きがいの追求

②農耕･園芸活動の効用

1. 生産的効用

2. 経済的効用

3. 環境的効用

4. 心理的・生理的効用

5. 社会的効用

6. 教育的効用

7. 身体的効用

8. 精神的(人間的)効用



２.園芸福祉と心身への効果 Ｐ50

（３)農園芸活動における運動効果

①多様な農園芸活動に即した効果

②身体活動を継続する
ことの重要性

③自分でわかる
運動強度スケール



農福連携とは

農福連携とは、障害者等が農業分野で活躍することを通じ、
自信や生きがいを持って社会参画を実現していく取組です。

農福連携に取り組むことで、障害者等の就労や生きがいづく
りの場を生み出すだけでなく、担い手不足や高齢化が進む
農業分野において、新たな働き手の確保につながる可能性
もあります。

近年、全国各地において、様々な形での取組が行われてお
り、農福連携は確実に広がりを見せています。



主な経緯

2017 年（平成29 年）7 月

「農福連携全国都道府県ネットワーク」 設立

2018 年（平成30年）11 月

「一般社団法人日本農福連携協会」設立

2019 年（平成31 年）4 月

農林水産省、厚生労働省、法務省、文部科学省
で構成される 「農福連携等推進会議」 設置。
「農福連携等推進ビジョン」策定

2007年3月「NPO法人花と緑と健康のまちづくりフォーラム」設立



出典：農林水産省HP



出典：農林水産省HP



出典：農林水産省HP
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